
 

８年度今別町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１　地域の作物作付の現状、地域が抱える課題　 

当町の令和７年度の水田面積は約２５５ｈａで、このうち１１９ｈａで主食用米が作

付されている。このほか、非主食用米（飼料用米）が９．６ｈａ、飼料作物が９９ｈ

ａ、野菜や果樹が３ｈａとなっている。ほ場整備事業に係る水稲での試験作付けや飼料

用米から主食用米への転作により主食用米の作付面積の増加があったものの、主食用米

から飼料作物への転作もあったため令和６年度と同等となった。 

近年は農業者の高齢化や後継者不足から徐々に減少しており、認定農業者などの担い

手を中心に借地や作業受託の拡大、農地の利用集積を推進するとともに、農業機械の効

率的利用によるコスト削減と生産性向上に努め、農業者の収益確保を図る。 

また、飼料用米等の非主食用米の定着・拡大を図り、地域特性を活かした地域振興作

物の導入を推進していく必要がある。 

 

気象・土地条件等から町内での生産に適している「ばれいしょ・かぼちゃ・にんに

く・トマト・ミニトマト・なす・キク・アスパラガス・えだまめ・ぎょうじゃにんに

く・ぶどう・ごぼう・ながいも・にんじん・ねぎ・キャベツ・ブロッコリー・とうもろ

こし・こかぶ」の作付面積の拡大を推進していく。なかでも町の特産品としてブランド

化を図っている「一球入魂かぼちゃ」の作付農家の高齢化や後継者不足が深刻な問題と

なっているため、担い手の確保等課題への対策を強化する。 

 

３　畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標　 

農業就業者は著しく減少しており、高齢化も進んでいるため、県やＪＡ等と連携し、

農業労働力の確保、労働力の省力化に向けた仕組みづくりに努める。 

経営規模の拡大に向けて意欲のある担い手等への農地の利用集積・集約を促進し、農

地利用の効率化と生産性の向上を図りながら、中間管理機構の事業に組み入れるなどの

取組を推進する。 

畑地化に関して、令和７年度に０．８ｈａの農地を畑地化した。畑地化後の水田につ

いては５年間の作付が必要であるが、６年目から休耕田・耕作放棄地とならないよう対

策を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２　高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標



 

４　作物ごとの取組方針等　 

（１）主食用米 

令和７年度は１１９ｈａの作付となった。また近年の米価の上昇等により主食用米

の生産量が増加傾向にあるため、非主食用米等への作付転換を促し、計画的に主食用

米の生産量減少を目指す。 

 

（２）備蓄米 

　　　「取組なし」 

 

（３）非主食用米 

水田活用の直接支払交付金を最大限に活用しながら、飼料用米等の非主食用米の作

付を推進する。 

 

　　ア　飼料用米 

農業者が蓄積してきた技術と既存農業機械を有効に活用できる飼料用米の生産拡大

を図る。また多収品種・多肥栽培の定着化による収量向上、栽培技術の改善等による

低コスト栽培を推進し、令和８年度は１５ｈａ程度の多収品種による作付を目指す。 

 

　　イ　米粉用米 

「取組なし」 

 

　　ウ　新市場開拓用米 

「取組なし」 

 

　　エ　WCS 用稲 

地域において需要があることから、少しずつではあるが取り組む農家が増えてきて

いる。農地の集積化等による生産コスト低減を推進するとともに、実需者である畜産

農家と連携し生産性向上に努め、令和８年度には１．５ｈａ程度の作付を目指す。 

 

　　オ　加工用米 

「取組なし」 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

麦、大豆については取組なし。 

飼料作物は、前年度と同等面積となる見込みとなり、引き続き畜産農家との連携を

図り、現行の栽培面積の維持または拡大を目指す。 

 

（５）そば、なたね 

「取組なし」 

 

（６）地力増進作物 

「取組なし」 

 

（７）高収益作物 

町の特産品としてブランド化を図っているかぼちゃや、今後の発展が期待されるぶ

どうを軸に、生産に適した作物を選択し面積の拡大を図る。 



 

５　作物ごとの作付予定面積等　～　８　産地交付金の活用方法の明細　 

別紙のとおり 

 
　※　農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

119.22 0.00 118.64 0.00 105.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

9.66 0.00 3.84 0.00 15.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.55 0.00 0.55 0.00 1.50 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

98.08 0.00 93.66 0.00 105.00 0.00 

・子実用とうもろこし 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.43 0.00 0.43 0.00 0.70 0.00 

・野菜 0.31 0.00 0.31 0.00 0.48 0.00 

・花き・花木 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

・果樹 0.12 0.00 0.12 0.00 0.22 0.00 

・その他の高収益作物 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

19.47 0.00 19.47 0.00 20.91 0.00 

247.41 0.00 236.59 0.00 248.11 0.00 

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和８年度の

作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

麦

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

その他

畑地化

作物等



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（令和7年度） （令和8年度）

9.65ha
630kg/10a

15.00ha
630kg/10a

（令和7年度） （令和8年度）

0.43ha 0.70ha

3 ＷＣＳ用稲（基幹作物）
振興作物助成
（ＷＣＳ用稲）

取組面積
単収

（令和7年度）
0.55ha

2,300kg/10a

（令和8年度）

1.55ha
1,500kg/10a

4
飼料用米
（一般品種・単年契約）
（基幹作物）

生産性向上作付拡大助
成

（一般品種）

取組面積
単収

（令和7年度）

0ha
0kg/10a

（令和8年度）

3.31ha
580kg/10a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
飼料用米
(多収品種・複数年契約)
(基幹作物)

生産性向上作付拡
大助成(多収品種)

取組面積
単収

2

ばれいしょ・かぼちゃ・に
んにく・トマト・ミニトマ
ト・なす・キク・アスパラ
ガス・えだまめ・ぎょう
じゃにんにく・たまねぎ・
ぶどう・ごぼう・ながい
も・にんじん・ねぎ・キャ
ベツ・ブロッコリー・とう
もろこし・こかぶ(基幹作
物)

振興作物助成
(野菜・果樹)

取組面積



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：青森県

協議会名：今別町農業再生協議会

1
生産性向上作付拡大助成

(多収品種)
1 13,000 

飼料用米(多収品種・複数年契約)
(基幹作物)

多収品種の導入、複数年契約等

2 振興作物助成(野菜・果樹) 1 12,000 

ばれいしょ・かぼちゃ・にんにく・トマト・ミニト
マト・なす・キク・アスパラガス・えだまめ・ぎょ
うじゃにんにく・たまねぎ・ぶどう・ごぼう・なが
いも・にんじん・ねぎ・キャベツ・ブロッコリー・
とうもろこし・こかぶ(基幹作物)

作付面積に応じて支援

3 振興作物助成（ＷＣＳ用稲） 1 19,000 ＷＣＳ用稲（基幹作物） 作付面積に応じて支援

4
生産性向上作付拡大助成

（一般品種）
1 10,000 

飼料用米（一般品種・単年契約）
（基幹作物）

一般品種の導入、単年契約

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

対象作物
※３

取組要件等
※４


